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番号 図面番号 質　問　事　項 回　　　　　　答

5 各施設平面図
本計画に導入を予定している研究・実験機器について、機器名称、
メーカー、型番、寸法、重量、必要電源容量、給排水・排気等の設備
条件が分かる資料を、ご提供ください。

詳細は検討・調整中であり、本件公募時において参加者へ開示する情報はございま
せん。

6 特記仕様書P7
津島団地及び鹿田団地について、電気・給排水・ガス・空調等の既存
設備及び将来計画が確認できる設備マスタープラン、インフラ系統図
等を、ご提供ください。

別紙参照とします。

4
配置図・既存建物

関係図
計画建物周辺の既存建物について、耐火建築物・準耐火建築物棟の別
及び防火設備の設置状況が確認できる資料を、ご提供ください。

別紙参照とします。

3
共創イノベーショ
ンラボ棟　平面図

共創イノベーションラボ棟に計画されているＥＶについて、主な搬送
対象（人員、研究機器、試料等）及び想定する積載荷重等の条件をご
教示ください。

搬送対象はご認識の通りで、乗用１５人乗り（積載量１０００㎏）を想定していま
す。

2
特記仕様書／配置

図
計画敷地及びその周辺で過去に実施された地盤調査資料（ボーリング
柱状図等）をご提供ください。

別紙参照とします。

1 既存建物関係図 本計画に関連する既存建物について、構造計算書をご提供ください。 当該資料は存在しますが、本件公募時において参加者へ開示は致しません。

No.1



番号 図面番号 質　問　事　項 回　　　　　　答

10 添付図面
要求室・面積・配置について、現時点の確定度や変更可能性をご教示
ください。

要求室、面積及び配置に関する内容は現時点での想定であり、確定したものではあ
りません。事業の進捗状況や検討結果に応じて変更となる可能性があります。

以上

7
共創イノベーショ
ンラボ棟　配置図

配置図に「（支障移設）検水槽」とありますが、移設可能範囲、接続
する排水系統、必要容量、移設工事中の運用方法等、移設にあたって
の条件を、ご教示ください。また、既存検水槽及び接続する排水系統
の図面等を、ご提供ください。

検水槽としての機能は廃止しており移設は必要ありません。ただし、既存排水系統
の迂回、盛替えは必要となります。既存排水系統図は別紙参照とします。

8 特記仕様書

特記仕様書において、基本設計成果物として設備（電気設備・給排水
衛生設備・空調換気設備）の成果物が示されていますが、業務範囲の
欄では該当項目に〇印が付されていません。設備設計についても本業
務対象に含まれるとの理解でよろしいでしょうか。

ご認識の通りです。（令和8年8月28日付け質疑回答書　質疑番号１と同様）

9 様式１１

技術提案書様式１１「工程計画等」に記載する工程は、本業務である
基本設計業務期間のみを対象とすればよいでしょうか。あるいは、実
施設計業務までを見据えた参考工程についても記載すべきでしょう
か。

基本設計業務期間のみを対象とします。

No.2
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崩壊性は低い。                     

含水は少し。粘性は低い
砂は細～中砂を全体に含む。
粗砂やφ5㎜以下の礫が少量混入。
半固結状で採取。                   
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２号館

(343)理学部ポンプ室

Ｐ(13台)

異分野基礎

科学研究所棟

1990 S5 85㎡

1972 504㎡
1979

4906㎡

(414)2021 R5

㎡

1979 R4 2619㎡

1979 B1 12㎡

(366)自然科学研究科棟 1990 SR7 5581㎡

2025 R5 2156㎡

(417)共創イノベーションラボ

保存緑地

ｗ

屋外ガスメーター

60m

ガス配管
給水配管

屋外受水槽

60m
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基礎研究棟

2639㎡

(139)

基礎医学

930㎡

P(10台)

P(28台)

P(23台)

P(24台)

8515㎡

場

(113)

解析部門鹿田施設

1123㎡3258㎡

光・放射線情報

4122㎡4393㎡

動物資源部門鹿田施設

4929㎡

P(34台)

3474㎡

講義実習棟

P(6台)

(115)

(142)

旧ＲＩ研究センター

Ｔ

Ｓ

Ｓ

SR8 SR8

Ｓ

548㎡

R3

(110)

体育館及武道場

S1 396㎡

1068㎡

1976 R4

2008 1999

1993 R5-1

1989 R+1 28㎡

1974 R4 902㎡

㎡

1982 R5-1 1973 R3 2015
1969 RS1 672㎡

既電気室－40m

※警報・屋内消火栓信号
HP1.2（1階管理室）50m

※電話・PHS
※情報

CCP-AP（2階EPS）50m
GI-8C（2階全学管理CP室）50m

変圧器2台増設・低圧送り（1φ，3φ)
電気設備
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以降屋外配管図（１）参照
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排水設備　屋外配管図（２）
（光・放射線情報解析部門津島施設～自然科学研究科棟）

A3 : １/６００
A1 : １/３００

岡山大学施設企画部

設計業務名 工事名称

図面名称

縮尺

作製年月

図面番号

　　　図中の　　は塩化ビニル製小口径桝を示す。
　　　図中の　　はコンクリート製生活排水桝、

　　　図中の　　は塩化ビニル製小口径桝を示す。
　　　図中の　　はコンクリート製実験排水桝を示す。

生活排水系統

実験排水系統

計画建物位置

Ｎ
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